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各部の名称と付属品

家庭用灯油専用
USB充電 充電器【付属なし】

〈付属品〉

USB 充電ケーブル（30cm）
Type-A

端子
（充電器側）

Type-C
端子

（本機側）

保護キャップ

ボールチェーン

この商品は修理対応商品ではありません。
交換（保証期間内に限る）に関するお問い合わせは

0120-987-386（通話料無料）工進修理受付窓口

0120-075-540（通話料無料）お客様相談窓口
製品に関するお問い合わせは

平日：9:00 ～ 17:00 会社休業日・土日祝祭日を除く 受付時間に変更がある場合は、
弊社ホームページにてご案内します。

https://www.koshin-ltd.co.jp
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各部の名称と付属品 安全上のご注意

・ ライトアタッチメントをポンプ本体から外すと
きは、ポンプ本体の端子部分に保護キャップを
かぶせてください。端子部分を破損やショート
から守ります。

・ 保護キャップを使わないときは、紛失防止のため
ボールチェーンでホースホルダーに取り付けて
ください。

≪付属の保護キャップとボールチェーンについて≫

保護
キャップ

ボール
チェーン

ホース
ホルダー

主なパーツ

ライト
アタッチメント

保護キャップ

ポンプ本体

雨中では使用しない
感電のおそれがあります。
また、ショート（短絡）して出火・ヤケドする、
または火災のおそれがあります。

USB プラグやライトアタッチメントの
端子が折れ曲がるなど変形していると
き、または USB 充電ケーブルが断線して
いるときは製品を使用しない
ショート（短絡）して出火・ヤケドする、また
は火災のおそれがあります。

USB プラグやライトアタッチメントの
端子は確実に接続口にさし込む
接触不良によりショート（短絡）し、出火・ヤ
ケドする、または火災のおそれがあります。

ほこりに水分が加わると電気が少しずつも
れ、じわじわと製品の劣化が進みます（トラッ
キング現象）。また、火花があがりヤケドの可
能性があります。
トラッキング現象が進むと、発熱や火花が大
きくなり火災のおそれがあります。

・ USB プラグやライトアタッチメント端子
と、接続口の間に隙間を空けない。ほこり
を貯めない

・ ほこりに水分を与えたり湿度の高いとこ
ろに置いたりしない

・ 長期間使用しないときはライトアタッチ
メントを本体に取り付ける

USB 充電ケーブルの取り扱いについて、以
下を守る

・ 上に重いものを載せたり、人が踏んだりし
ない

・ 無理に引っ張ったり、強い衝撃を与えたり
しない

・ 過度に曲げたり、ねじったり、小さな部分
に巻き付けたりしない

・ ドアや窓ではさむ、ペットがかじるなど、
傷がつく状況を避ける

断線し、発熱・出火・火災の可能性があります。

警告
ガソリン、第一石油類、A 重油、溶剤、薬
品、水などは使用しない
火災や故障の原因になります。

給油中は離れない
あふれる場合があります。

点火中は給油しない
火災の原因になります。

火気および可燃物を近づけない
火災の原因になります。

改造、分解、修理をしない
発熱や発火、感電の原因となるおそれがあり
ます。

落下させるなど衝撃を与えない
製品が破損し、発熱・発火・火災、または思
わぬ事故の原因となるおそれがあります。

破損、変形、劣化、発熱、異臭、変色がある
場合は使用しない
発熱・発火・火災、または思わぬ事故の原因
となるおそれがあります。本紙に記載の「工進
修理受付窓口」または購入店に点検をご相談
ください。

USB などの接続口にヘアピンなど針金
類や、ゴミをさし込まない
感電のおそれがあります。
また、ショート（短絡）して出火・ヤケドする、
または火災のおそれがあります。

USB 充電ケーブルを束ねたまま使用し
ない
放熱が妨げられ、発熱・出火・火災の可能性
があります。

雷が鳴っているときは屋外にある本製品
やその他金属部品、および屋内のコンセ
ントに近づかない
接触付近に雷が落ちると、コンセントや電気
機器に高い電圧が発生することがあります

（誘導雷および雷サージ）。その時にコンセン
トや電源タップに充電器および本製品がつな
がっていると、破損するおそれがあります。
また、コンセントを通じて感電するおそれが
あります。

感電のおそれがあります。

・ 水、汗などでぬれた手で USB プラグや
ライトアタッチメントを抜き差ししな
い

・ 製品の各種端子部分を手で触らない
・ USB 充電ケーブルの被膜が破れ中の金

属線が露出しているときは使用しな
い。また、子どもやペットを近づけない

充電は、弊社指定の条件を守る
充電は使用環境温度範囲（12 ページ「主な仕
様」参照）で行ってください。その他の充電条
件（指定以外の温度、指定以外の高い電圧や大
きな電流、または改造した充電器など）で充電
すると、発熱、破裂、発火の原因になります。

海水、飲料、ガソリン、有機溶剤、アルコー
ル、酸・アルカリ性の液体・洗剤などを
本製品に付けない
本製品が破損し、発熱・発火・火災、または思
わぬ事故の原因となるおそれがあります。

注意
クランプを浮かせたり傾けたりしたまま
使用しない
センサーを汚さない、傷つけない

ホースの破れなど、漏れたまま使用しない

水にぬれる場所で使用しない

吹き出した灯油で思わぬ事故の原因になります

防水仕様ではないため、故障の原因になります。

汚れては困る場所で使わない
灯油がこぼれても問題のない場所でお使いく
ださい。
※誤作動やホースが外れるなどして灯油がこ
ぼれ、カーペットなど床面を汚すおそれがあ
ります。

故障や油漏れの原因になります。

≪バッテリー、充電関係の仕様≫

1. 充電について

1.1 バッテリーを長持ちさせるには

1.2 その他の注意事項

バッテリーと充電

取り扱いのポイント

取り扱いのポイント

お買い上げ時や長期間充電しなかった場合は、ご使用前に満
充電になるまで正しく充電してください。

・ バッテリーの温度が適切でないと充電ができないことがあ
ります。（11 ページ「『故障かな？』と思ったら（故障と処置）」
参照）

・ 充電中に充電機器や本製品の電源スイッチ周辺が温かくな
りますが、異常ではありません。

・ 本製品の力が弱くなってきたと感じたら使用を中止し、充電し
てください。

・ 満充電の状態で再度充電しないでください。
・ 保管場所にご注意ください。
・ 長期間ご使用にならない場合、充電してから保管してください。

・ 本製品からの異臭や液漏れがないか定期的に確認してくださ
い。

・ USB 端子が汚れたら乾いた布で拭き、端子をきれいにしてか
らご使用ください。機器との接触が悪いと、電源が切れたり充
電されなくなったりすることがあります。

・ バッテリーは充放電を繰り返すと次第に容量が少なくなり
ます。これはバッテリーの特性によるものであり、故障では
ありません。満充電後も作業できる時間が短くなるようであ
れば、本製品の寿命です。

・ リチウムイオンバッテリーは、メモリー効果（継ぎ足し充電
を繰り返すと、バッテリー残量が見かけ上、低下する現象）が
ないため、タイミングを気にすることなく、いつでも継ぎ足
し充電ができます。

・ 寒い環境ではバッテリーの容量が少なくなり、作業時間が短
くなることがあります。暖かくなる（バッテリーが適温にな
る）と回復します。

・ バッテリーは使用しなくても自然に放電します。自然に放電
した分は、使用前に充電すれば回復します。 

≪バッテリー、充電関係の仕様≫
本製品の主な仕様は 12 ページをご覧ください

1) 着脱ボタンを押しながらライトアタッチ
メントをポンプ本体から外す

 ポンプ本体にはカバーをかぶせ、別売りのポンプ収
納ケースで保管するなどしてください。

2) 図を参考に充電する

3) 充電が完了したら USB 充電ケーブルを外
し、ライトアタッチメントをポンプ本体に
元通りに取り付ける

 カチッと音がするまでさし込んでください。

バッテリーと充電

1.3 充電のしかた
本製品には充電器は付属していません。５ページ≪バッテリー、充電関係の仕様≫表を参考に、お客様にて市販の
USB 充電器をご用意ください。

LED

着脱ボタン
ライトアタッチメント

ポンプ本体

・ 充電ランプ消灯時は充電などいずれも行っていま
せん。USB 端子がしっかりさし込まれているかご
確認ください。

・ USB 端子をしっかりとさし込んでいるのに充電ラ
ンプが消灯である、または点滅する場合は、USB 充
電ケーブルの断線や本製品の破損が考えられます。
新しい充電ケーブルに交換し、改善しない場合はお
問い合わせください。

≪充電ランプの見かた≫

緑点灯
赤点灯

ランプ 状態
満充電、充電完了

充電中

USB
充電ケーブル

市販の充電器

家庭用コンセント
(AC ��� V)

Type-C 端子

Type-A 端子

内蔵バッテリー

LED

保証書は本製品の
包装袋裏面に

印刷されています

安全上のご注意

■ お守りいただく内容を区分して説明しています。

警告 人が死亡、または重傷を負うおそれのある内容です。

注意 人が傷害を負う、および本製品やほかの財産に
物的損害が発生するおそれのある内容です。

してはいけない
「禁止」の内容です。

必ず守っていただく
「実行」の内容です。

■ その他の表示
取り扱いのポイント 正しい操作のしかたや守っていただく要点などを示しています。

使用の前によくお読みのうえ正しくお使いください。ここに示した注意事項は、本製品を正しくお使
いいただき、使用する方や他の人々への危険や損害を未然に防止するためのものです。
■ 表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危険や損害の程度を「危険」「警告」「注意」

に区分し、説明しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

安全上のご注意

充電口
(USB Tye-C)

改良のため、予告なく仕様を変更する場合があります。
仕様変更などにより、本製品のイラストや内容が一部実機と異なる場合がありますがご了承ください。

名称 機種名・JAN など 備考

ポンプ収納ケース 機種名：PC-� 
  JAN：�������-������
BGT USB ケーブル 部品番号：���A��� 長さ：1m
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この線まで灯油が入ります。

手で持って上下に移動させます。
位置が上＝早めに停止（給油量：少）
位置が下＝遅めに停止（給油量：多）

※最初は一番上に設定

停止線

➀クランプ

センサーが灯油を感知してモーターが止まります。

手で挟んで、先のクリップで燃料タンクに固定します。

センサー部（液面感知部）

➁クランプレバー

・給油口に挟めない場合、ノズル本体を
まっすぐ手で持って給油してください。

3) 電源スイッチを長押しする
・ ライトが点灯し、給油を開始します。ポンプが動き、灯油が流れていることを確認してください。
・ 停止線まで灯油が入るとセンサーが感知して給油を自動停止し、ライトが点滅します（5 分間）。
・ センサーの感知前に給油を止めたい場合は、電源スイッチを押してください。電源が切れ、ライ

トが消灯します。

給油時の点灯中、停止後の点滅中に関わらず、ライトスイッチを押せばいつでも「ライト切り替えサイクル」に入ります
（9 ページ「ライトの使い方」参照）。

4) ホース内に残った灯油を出し切る
 ホース先端に付いた灯油が垂れないように注意しながら、ノズルを

本体より高く持ち上げ、ホース内に残った灯油を灯油かんに戻して
ください。

5) 使用後は必ずポンプが止まっていることを確認し、灯油
かんから抜いて保管する

 ポンプに残った灯油はよく切り、乾いた布で拭いてください。ホース
先端をホースホルダーにかけて保管してください。

・最初から濡れていると誤作動します。
布で拭いてからご使用ください。

1) ライト上部の隙間にマイナスドライバー
などをさし込み、上ふたを外す

 上ふたやケースが破損する可能性があります。ケガ
をしないよう慎重に行ってください。

2) バッテリーを引き上げて、コネクターのツ
メを押しながら引き抜く

3) テープ（絶縁テープ）で端子を覆う
 コネクター部は端子全体を覆ってください。

4） バッテリーをリサイクルに出す
 ≪バッテリーの回収について≫
 バッテリーはリサイクル可能な貴重な資源です。

バッテリーのリサイクルにご協力ください。
 ご使用済みのバッテリーは「充電式電池リサイクル

ボックス」のあるリサイクル協力店にお持ちいただ
くか、弊社「お客様相談窓口」（裏表紙）へご相談くだ
さい。

吸入口内のインペラが灯油で固着している可能性があります。
棒 な ど で イ ン ペ ラ を 回 し て、固 着 を 取 り 除 い て く だ さ い。

（パイプ先端を、灯油かん内で軽く壁面にあてて衝撃を与える
方法でも可）バッテリー以外の製品本体・部品は、お住いの自治体の決まりに従って廃棄してください。

※ ライトアタッチメントをポンプ本体から離した状態で電源スイッチを長押しすると、ライトが一瞬光ってすぐ消灯します。そ
の後ポンプ本体につ なげても何も起こりません。ポンプを運転するときは、ライトアタッチメントをポンプ本体につなげた状
態で電源スイッチを長押ししてください。

ポンプの運転状態や、ポンプとの接続状態に関わらず、ライトスイッ
チを押すことでいつでも独立したライト（照明）として使用すること
ができます。その場合、下記のように点灯・消灯を切り替えることが
できます。

ポンプ本体にライトアタッチメントを取り付けて電源スイッ
チを操作すると、ライトはポンプの状態を右表のようにお知
らせします。

・ ただしポンプに取り付けたままのときは、7 ページ《ポンプの状態
お知らせライト》の挙動が優先されます。その場合でも再度ライト
スイッチを押せば、上記の「ライト切り替えサイクル」に戻ります。

・ 充電中でもライトスイッチを押すことでライトを点灯させること
ができます。

・ ポンプから取り外した状態で使用するときは、ポンプ本体には保
護キャップをかぶせてください。

・ バッテリーが少なくなると、同じ明るさのレベルでもライトがだ
んだん暗くなります。充電すれば、元の明るさに戻ります。

ライトスイッチを押すたびに、現在のライトの状態から次の状態に
切り替わります。➃の次は➀に戻り、順番に繰り返されます。

ライト
スイッチ

≪独立したライト（照明）として使用≫

（消灯）
レベル➀

点灯【弱】
レベル➁

点灯【中】
レベル➂

点灯【強】
レベル➃

ライト切り替えサイクル

電源
スイッチ

≪ポンプの状態お知らせライト≫
 給油中 点灯
 満タンで自動停止 通常点滅（５分間）
 バッテリー残量が少ない ２回連続点滅のくり返し （早めの充電をおすすめします）
 
 一瞬だけ点灯 

・ポンプ本体との接続に問題がある
・ポンプ本体の故障（11ページ「『故障か

な？』と思ったら（故障と処置）」）参照

吸
入
口

「故障かな？」と思ったら（故障と処置） 主な仕様
本製品を廃棄するとき、バッテリーを内蔵したまま廃棄しないでください。火災などのおそれがあります。
以下の手順でバッテリーを取り出し、リサイクルに出してください。
なおバッテリーやリード線を引き出すため製品は使用不可能になります。

1. バッテリーの取り出し

処置：インペラの固着

2. 本体の廃棄

バッテリーのリサイクル、本体の廃棄

コネクター
コネクターのツメ

ポンプの使い方 ポンプの使い方

リチウムイオンバッテリーは
リサイクルへ

≪長期間ご使用にならない場合は≫
・ 充電してから保管してください。
 バッテリーが過放電状態（低電圧）になると、再充電

できなくなる可能性があります。
・ ポンプ本体にライトアタッチメントまたは保護

キャップを装着した状態で保管してください。
 端子部にホコリや異物が付くと、接触不良や製品破

損など不具合の原因となります。

お手入れと保管

・ 汚れたときは、乾いた布できれいに拭いてください。
・ ガソリン、ベンジン、シンナー、アルコールなどは使用しないでください。変色、変形、ひび割れの原因になります。

1. お手入れ

2. 保管
≪保管場所≫

・ 室内で換気が良い
・ 湿気やほこりが少ない
・ 湿度や温度が急変しない
・ 直射日光が当たらない
・ 水、塩分、火気、可燃性ガス、揮発・腐食性物質、金属粉

がない
・ 子ども、ペットが触れない
・ 熱源のそばや、真夏の締め切った自動車内など高温に

なる所は避ける

1) ポンプが運転していないことを確認し、吸入パ
イプを灯油かんの底まで入れる

 ポンプが運転している状態でポンプを灯油かんに入れる
と、電源を入れても吸い上げができません。

2) ➀クランプを動かし灯油が入る量を調整し、
➁クリップで燃料タンクに固定する

 ポンプの停止時にはホース内の灯油も燃料タンクへ入り
ます。 最初はクランプの位置を一番上にし、その後調整し
てください。

ポンプが
運転していないこと

ホースを
上にあげる

必ず
抜く

ホース
ホルダー

バッテリー、充電関係の仕様は 5 ページをご覧ください

電源
スイッチ

LED

ライト

・ ポンプは必ず灯油かんから抜く
 ポンプを灯油かんに入れたままにしておくと故障や思

わぬ事故の原因となります。
注
意

 戻さないと灯油が垂れ、床などを汚すことがあります。注
意

給油口
燃料タンクの
突起

・ストーブ（吐出）側

��mm
��mm

・灯油かん（吸入）側

��mm

・ 長期間ライトを使用しない場合は、ポンプ本体に接続し端子部分が露出しないようにする
 感電や製品の破損の可能性があります。注

意

・ ライトアタッチメントやポンプ本体の金属端子同士を、金属片などで触れてショートさせない
 火災や感電、故障の原因になります

・ 雨など、水にぬらさない
・ 浴室など湿度が高い所では使用しない
 非防水構造です。ショートや感電のおそれがあります。

警
告

LED

ポンプに
取り付けたままの状態

LED

ポンプから
取り外した状態

バッテリー

上ふた

マイナスドライバー
など

バッテリーケース

�)

�)

�) バッテリーの表面にはリサイクル
に必要な情報が表示されています。
その内容を絶縁テープなどで隠さ
ないでください。

絶縁テープ

必要情報表示面

棒など

インペラ

給油戻し口
給油中ここから
灯油が出ますが
異常ではありません

吸入
パイプ

ライト
ライト

取り扱いのポイント
空運転（灯油かん内に灯油がない状態での運転）はしないでください。
ポンプ故障の原因になります。空運転による故障は保証の対象外です。

灯油
かん

灯油
かん口 灯油戻し口

�� cm 以上

7 8 9

10 11 12


